
学会誌記事「投稿の手引き」 

１．投稿資格 

 日本原子力学会誌ΑΤΟΜΟΣ（以下学会誌）への投稿は会員に限定する。但し会員の

推薦を受け編集委員会が承認した場合は会員外の投稿も受け付ける。 

 

２．投稿の記事種別 

 投稿による学会誌記事の種別は，学会誌記事執筆要領 

（https://www.aesj.net/publish/aesj_atomos/writing-procedure）の「全体工程および

手順一覧」にある①「企画記事，投稿記事の種別と内容（編集委員会所掌記事）」（記事種

別一覧）の区分で提案者が「会」とされているもの。 

 

３．投稿原稿の扱い 

 投稿原稿も企画記事と同等の記事水準を維持するため，編集委員会による企画記事と同

じ手順にしたがって進める。 

 

４．記事提案書 

 投稿者は編集委員会の企画記事と同様に，まず⑧「記事提案書」を編集事務局へ提出す

る。提案書は編集幹事会または編集連絡会で審議し，採否を決定する。 

 

５．執筆依頼 

 編集幹事会または編集連絡会で，提案が承認されると学会事務局編集担当から執筆依頼

のメールが執筆者へ発信される。執筆は，メールに添付している要領やテンプレートにし

たがい，ウェブサイトに掲載している執筆要領や目安なども参考に執筆すること。なお，

記事提案を提出せずに，原稿を提出しても受理できないので，必ず提案書を先に提出する

こと。 

 

６．校閲 

  編集事務局は，執筆者から送付された原稿（チェックリストと共に）を受理し，校閲依

頼を校閲者へ送付する。（校閲の手順の詳細については⑰「学会誌記事作成の流れおよび校

閲の留意点」を参照のこと）。校閲を経た原稿は校閲総括者が確認する。 

 

７．校正 

  初稿のみ著者校正に回送する。ただし，軽微な修正を除き，原文の変更は認めない。 

 

８．原稿料，掲載料 

⑮ 



原稿料は支払わない。掲載料は請求しない。 

 

９.別刷り 

 別刷りは有料で作成している。必要な場合は，校閲が終了してから学会事務局編集担当

に申し出ること。 

 

１０．著作権 

  掲載記事の著作権は，日本原子力学会に帰属する。したがって，本会誌に掲載された記

事・寄稿などの全部または一部を他の出版物に転載や，翻訳などに使用する場合には，本

学会の許諾を得る必要がある。ただし，著作者自身が，自らの私的使用の目的のために，

自己の著作物の全部または一部を著作権法第 30条の範囲内で使用する場合には，本学会の

許諾を必要としない。学会誌に写真や絵など著作権が発生しているものを掲載する場合に

は，その写真などの原著作権保有者から転載許諾を得る必要がある。それらの転載につい

ては，執筆原稿を提出する前に著者が必要な手続きを責任をもっておこない，著作権使用

の承諾書を執筆原稿に添付しなければならない。なお写真を元にトレースあるいはイラス

ト化し，それが何の写真から引用しているか判別がつくものをそのまま掲載すると「複製

権」あるいは「著作権」侵害となる。この場合も著作権を保有している人から許認可を得

る必要がある。 

 

１１．著者の責任 

  掲載された記事の内容についての責任は，すべて著者が負うものとする。 
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